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安全な分娩管理を目指して ～医療従事者から選ばれる病院～

名古屋市立大学病院は総合周産期母子医療センターに指定されており、常

時の母体搬送または新生児搬送の受入体制を有し、リスクの高い妊娠に対す

る医療および高度な新生児医療等の周産期医療を提供しています。同時に教

育施設として正常妊娠の受け入れも行っております。また、無痛分娩センターも

設置されており、麻酔科医による24時間対応可能な硬膜外鎮痛管理を中心に、

また、ここ数年当院でご出産される方の中に、妊産婦ご本人やご家族・配偶者が医療従事者である

ケースが非常に多くなっております。

日頃から医療に携わる方々に、出産の場として当院をお選びいただけることは、私たちにとって大きな

信頼の証であり、誇りに感じております。

ハイリスク妊娠、合併症妊娠、麻酔が困難な妊婦様などみえましたら是非ご相談、ご紹介いただき、地

域の医療機関の先生方との連携をさらに深めていきたいと考えております。

<産科婦人科ホームページ>

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/department/sanfujinka/

今後も「選ばれる周産期センター」として、質の高い医療と温かなサポートの両立を目指し、スタッフ一

同、さらに努力してまいります。

2026年6月1日に名古屋市立大学病院に救急災害医療センターが新たに開設され、周産期母子医療

センターも同棟へ移転する予定です。新棟では、産科と小児科が同一フロアに集約され、より緊密な連

携体制のもとで診療を行います。また、LDR（陣痛・分娩・回復室）の増設により、快適で安全な分娩環境

を提供できるようになります。

新棟移転に伴い、2026年5月20日～6月20日が分娩予定日の妊

婦さんについては、分娩予約を一時中止させていただきます。安全

かつ円滑な移転と診療体制確保のため、ご理解とご協力をお願い

申し上げます。ただし、当院での対応が不可欠なハイリスク妊婦さ

んや母体搬送が必要なケースについては個別に対応いたします。

今後とも、地域の皆さまと連携し、安心・安全な周産期医療の提

供に努めてまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。

産婦人科医による医学的判断と介入、そして助産師による分娩の見守りと介助が一体となって行われて

います。チームで支えるこの体制により、妊産婦の皆さまが安心してお産に臨める、より安心で安全な医

療を提供しております。

【新棟オープンおよび移転のお知らせ】

【分娩予約に関する重要なお知らせ】



小児科 講師 青山 幸平
あおやま  こうへい

小児科からのご案内

当院は、「小児血液・がん専門医研修施設」「小児がん連携病院」に指定されて

おり、小児血液疾患および小児腫瘍の診療、研修を行っています。

【小児血液・腫瘍疾患のご紹介のお願い】

当院は、日本内分泌学会認定教育施設として、複数名の内分泌代謝科（小児科）専門医・指導医によ

る外来診療を行っています。小児内分泌診療においては、様々な疾患に対応しますが、その中でも外来

診療の半数は低身長症または思春期発来異常です。

昨今は低身長症の中でもSHOX遺伝子異常が原因の際に成長ホルモンが治療適応になるなど遺伝子

検査の重要性が増しております。当院では、様々な遺伝学的診断の選択を保険診療・研究ベースでそ

れぞれ行っておりますので、是非、重度の低身長症で遺伝学的要因の可能性が高い場合にはご紹介下

さい。

また思春期発来異常においては、特に男児の思春期早発症でしばしば診断が遅れます。変声や成長

率が落ちはじめることをきっかけにご家族が医療機関に駆け込むものの、その時点に至ると思春期抑制

治療でも成人身長を守ることが困難なケースが少なくありません。男児の思春期発来は精巣容積の増

大で定義されますが、それと同じ頃に成長率は上向きになります。平均は11歳後半～12歳で思春期が

開始しますが、もし9～10歳未満で成長率が増加している場合には、治療介入によって成人身長を改善

できる場合がございますので、ぜひお早目にご紹介ください。

【低身長症・思春期発来異常のご紹介のお願い】

白血病、悪性リンパ腫、神経芽腫、腎腫瘍、骨・軟部腫瘍などの診療にあたって、小児外科、小児整形

外科、小児泌尿器科等の専門診療科と必要に応じて適宜連携し、最適な医療を提供します。また治療

においては、名古屋市立大学医学部附属西部医療センターの名古屋陽子線治療センターと密に連携し、

陽子線治療にも対応しています。患者さんと家族の状況に応じて、緩和ケアチームとの協働による症状

緩和や生活支援にも力を入れています。

原因不明の貧血、血小板減少、白血球数異常、リンパ節腫脹、持続する発熱、全身倦怠感、皮下出血

斑など、診断が未確定の段階でも精査目的でぜひご紹介ください。

小児科外来担当医師一覧（紹介初診予約枠） ※2025年8月現在

月 火 水 木 金

総合
杉浦 崇浩
根岸 豊

青山 幸平
伊藤 彰悟

鈴木 智子
篠原 務

齋藤 伸治
山本 和之

家田 大輔
岩田 欧介

循環器
篠原 務
安田 昌広

篠原 務
小山 智史

アレルギー 谷田 寿志

内分泌 大矢知 真希 鈴木 敦詞 山口 直哉

血液・腫瘍 亀井 美智

神経 藤本 真徳 (第2･4週) 根岸 豊

●最新情報は小児科ホームページをご確認ください。

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/department/syouni/
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